
用語説明 

用語 説明 

*1 「知の拠点」 

「知の拠点」は、付加価値の高いモノづくりを支援する研究開発拠点として、

本県が、万博跡地に整備を進めているもの。 

産・学・官が連携し共同研究開発を行う「あいち産業科学技術総合センター」

とナノテク研究に不可欠な高度計測分析施設である「中部シンクロトロン光

利用施設（仮称）」からなる。「あいち産業科学技術総合センター」は平成24

年 2 月 14 日にオープンし、「シンクロトロン光利用施設」は平成24 年度中

のオープンを予定している。 

*2 ナノ・マイクロ加工技術 

100万分の1mmであるナノメートル（nm）またはその1000倍のマイクロメー

トル(μm)単位の精度の加工のこと。3次元構造の微細加工技術では、最小寸

法がマイクロレベルの高精度の機械加工が必要で、さらに、表面処理などで

は原子レベル（ナノレベル）での改質が求められている。 

*3 早期診断技術 
今後増加が見込まれる癌や動脈硬化などの疾病に対して、診断時に痛みなど

人への負担がほとんどない方法で早期診断できる技術。 

*4 食品検査技術 
固体、液体等さまざまな形態の食品や農産物に対して、残留農薬、金属・髪

の毛・プラスチックなどの固形異物、食中毒菌などを検出する技術。 

*5 超早期診断技術開発プロ

ジェクト 
（裏面に別掲） 

*6 食の安心・安全技術開発

プロジェクト 
（裏面に別掲） 

*7  無侵襲・低侵襲 人への痛みや負担がない、あるいは少ないこと。 

*8 計測デバイス 計測するための装置。 

*9 ベットサイド型デバイス 検査室へ行かなくても、病室のベットで計測ができる装置。 

*10 生活習慣病 よくない生活習慣に起因し起こる病気で、脳卒中、心臓病等がある。 

*11 シンクロトロン光利用

施設 

シンクロトロン光とは、ほぼ光速で直進する電子が電磁石によって進行方向

を変えられた際に発生する電磁波。非常に明るく（通常の計測装置の千倍か

ら百万倍）、１台の装置でマイクロ波、赤外、可視、紫外からＸ線まで連続

した波長の光を出すことができる。ナノテク分野の研究開発を支援する最先

端の計測装置を備えるものとして、「知の拠点」において重要な役割を果た

す施設で、産業利用を重視している。 

*12 褥
じょく

瘡
そう

 寝たきりでベットシーツ等と接触した局所が炎症し壊死を起こすこと。 

*13 皮膚ガス 人体の皮膚から放出されるアセトン、アンモニア等のガス。 

*14 イムノアッセイ（免疫学

的検定法） 

体内にウィルスなどの異物が侵入すると、その異物に対して抗体が作られ

る。抗体を作らせる原因となった異物の事を抗原といい、抗体はその異物（抗

原）にのみ結合する性質を持ち、体を守っている。 イムノアッセイとは、

測定したい物質（農薬）を抗原として抗体を動物に作らせ、その抗体が抗原

（農薬）と特異的に反応する性質を利用した測定法。 

*15 オンレジン分析法 
様々な物質に対して選択性を持った抽出剤と発光法（励起光源や化学反応に

よる発光）を組み合わせることによって、微量物質を検出する方法。 



 

*16 ＳＱＵＩＤ（磁気セン

サ） 

高感度な磁気の検出器。磁場（磁界）の大きさ・方向を計測することができ

る。 

*17 ＮＩＲ（近赤外線） 

可視光線の赤色より波長が長く（周波数が低い）、遠赤外線より波長の短い

電磁波のことで人の目では見ることができない光。 波長 0.7～2.5μmの可

視光（赤）に近い電磁波です。主な用途として、光ケーブルであるガラスの

中を散乱されずに遠くまで届くことから光通信に使用されている。 

*18 食中毒菌用特異的モノク

ローナル抗体 

抗原となる食中毒菌のみに対して作用する抗体。抗原の検出や同定、精製な

どに使用できる。抗体及び抗原については*14 イムノアッセイを参照。 

 

*5 「超早期診断技術開発プロジェクト」の概要 

プロジェクトリーダー 名古屋大学 特任教授 太田美智男 氏 

内容 

超高齢化社会において、全国的に増加が予想される脳・循環器系疾患、がんの早

期発見のために、医工連携により、痛みのない・少ない、簡易な早期診断技術や日

常的な健康モニタリング技術を確立する。 

参加機関 

１０大学６公的研究機関１５企業（うち中小企業６社）（平成２４年４月現在） 

・うち大学 

愛知学院大学、愛知県立大学、京都工芸繊維大学、椙山女学園大学、中京大学、

豊田工業大学、豊橋技術科学大学、名古屋工業大学、名古屋市立大学、名古屋大

学 

・うち公的研究機関 

愛知県がんセンター、愛知県衛生研究所、あいち産業科学技術総合センター、(独)

国立長寿医療研究センター、(独)産業技術総合研究所、(公財)科学技術交流財団

          (注)大学名及び公的研究機関名は、五十音順で掲載。 

 

*6 「食の安心・安全技術開発プロジェクト」の概要 

プロジェクトリーダー 豊橋技術科学大学 教授 田中三郎 氏 

内容 

全国有数の食品工業の集積地であり、多様な農産物を算出する本県において、食

品や農産物に含まれる農薬、固形異物、微生物を高精度、迅速、低コストに検査す

る技術を確立する。 

参加機関 

９大学５公的研究機関１７企業（うち中小企業６社）（平成２４年４月現在） 

・うち大学 

香川大学、中部大学、富山大学、豊橋技術科学大学、名古屋学芸大学、名古屋工

業大学、名古屋市立大学、名古屋大学、名城大学 

・うち公的研究機関 

愛知県がんセンター、愛知県衛生研究所、あいち産業科学技術総合センター、愛

知県農業総合試験場、(公財)科学技術交流財団 

          (注)大学名及び公的研究機関名は、五十音順で掲載。 

 


